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【
特
集
】
第
４
次
鮫
川
村
振
興
計
画
策
定

こ
れ
ま
で
の
10
年

こ
れ
か
ら
の
10
年

Ｑ
鮫川村に「自分の村」としての愛着を
どの程度感じていますか。

愛着を
感じている 85.6％

13.2％愛着を
感じていない

※平成 25 年 12 月実施の村民アンケート調査結果より

あ
な
た
は
、
こ
の
数
字
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ま
す
か
？

こ
れ
か
ら
10
年
間
の
村
づ
く
り
で

こ
の
数
字
が
ど
う
変
化
す
る
の
か
…

そ
れ
は
あ
な
た
の
力
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
鮫
川
村
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



２３

年間を振り返る

独自の優れた資源を発見し、みんなで知恵を

出し、心豊かに暮らし続けられる村

【食の安全安心】
　村独自の特別栽培農産物認証制度を推進し、

農薬や化学肥料の低減化により、環境に配慮し

た安全安心な農産物の供給を行いました。

【食農教育】
　小・中学校においては、栄養指導や郷土食を

取り入れた献立、生産者と児童の交流会などを

実施し、「食」に関する正しい知識と農業への

関心・理解を高める教育を行いました。

【農村景観を生かした地域ブランド】
　中山間地域等直接支払交付金制度を活用し

た景観整備、地域住民有志による植栽活動な

ど、環境整備に対する意識が高まり、美しい里

山景観が鮫川村の魅力の一つとなっています。

【地産地消の推進】
　地域農産物の利用促進のために農産物加工・

直売所「手・まめ・館」を開設しました。また、

同施設の存在が生産者の生きがいと健康づく

りにつながっています。

農村の再生Ｖｉｓｉｏｎ　０１　農村の環境Ｖｉｓｉｏｎ　０2　

10

藤田夏子さん

（赤坂東野字葉貫）

　達者の味噌や野菜を都市部に

住んでいる親戚に頼まれるので、

買って送っています。「手・まめ・

館」ができたことで、手軽に安く

て新鮮な野菜を買えるようになっ

たので、よかったです。私も野菜

を作っているので、棚に並んでい

る野菜を見ることも楽しみの一つ

になっています。

自然や動植物と共存し、農村環境を創る村

【道路・道路環境の整備】
　道路改良工事、支障木や日陰林の伐採など、

安全安心な道路環境づくりを実施しました。ま

た、村民による道路の維持管理の支援として、

原材料などを提供しました。

【水道・処理施設の普及】
　村水道の整備が進み、村水道普及率が 47％

となりました。合併処理浄化槽も普及し、川の

水質改善につながりました。

【地球温暖化の防止】
　公共施設の太陽光発電システム設置など、再

生可能エネルギーの導入を行いました。また、

村バイオマスヴィレッジ構想に基づき、地域資

源を活用した循環型社会の形成を進めました。

【公園・緑地の整備】
　各地域にある農村公園は、村民自ら工夫して

維持管理に努めています。また、村中心部に位

置する舘山公園については、自立する村のシン

ボルとして整備を行ってきました。

鈴木一良さん

もりづくり100年委員会

第３次鮫川村振興計画（平成 17 年度～ 26 年度）の主な施策

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
「
手
・
ま
め
・
館
」

舘
山
公
園
の
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

　第３次振興計画策定の際、行

政区懇談会で出された村民の声

がきっかけで舘山公園の整備が

始まりました。ボランティアなど

のみんなの力によって草花で彩ら

れ、少しずつ形になってきました。

さらに景観がきれいになれば、人

が集まり、子どもたちの自慢にも

つながる場所になると思います。

２

手軽に安くて新鮮な野菜が買える舘山公園を子どもたちの自慢に
み そ

【特集】第４次鮫川村振興計画策定

これまでの10年
これからの10年

Ｒｅｖｉｅｗ
農村の暮らしＶｉｓｉｏｎ　０3　農村の人づくりと産業Ｖｉｓｉｏｎ　０4　

　平成 17 年度から「まめな暮らしが育む環境を生かしたやすらぎとふれあいの村の実現」を

基本理念とした第３次鮫川村振興計画に基づいてさまざまな事業を行ってきました。第４次振

興計画をつくり上げていく上でこれまでの 10 年間を振り返るために、これまでに取り組んだ

主な事業をお知らせします。

みんなが安心して生活できる村

【安全安心を支える情報】
　携帯電話基地局の整備を進め、平成 24 年度

までに世帯カバー率は 80％以上に達しました。

また、村内全域に光ファイバー網を整備し、イ

ンターネットが利用できる環境となりました。

【食生活の見直しと疾病予防】
　関係機関と連携し子どもから大人までの食と

健康教育に取り組んでいます。また、「子ども

の健康を守る会」では、子どもの実態に応じた

食生活のあり方などの検討を重ねています。

【高齢者の保健・福祉の充実】
　地区高齢者支援事業や筋力づくり教室、集落

サロンなど、高齢者が楽しく集える居場所づ

くりを支援しています。また、高齢者が地域

で安心して生活できる施設を提供しています。

【住宅環境の整備】
　平成 24 年度までに村営住宅を新たに 38 戸

建設し、子ども、若者、高齢者が安心して生

活できる住宅環境を整備しました。

地域から広い世界を見ることができる人材を育成

し、消費者と生産者の密接な関係を構築する村

【家庭教育の充実】
　家庭教育学級、親子料理教室や「家族への

短い手紙」などを実施し、親子の関係性に刺

激を与え、家庭内のコミュニケーション活性

化を働きかけました。

【健康づくり】
　村体育協会主催で、健康づくりのためのス

ポーツ活動を継続的に実施しました。また、

スポーツクラブが設立され、幅広いスポーツ

活動の機会を提供しています。

【商工業の振興】
　買い物弱者支援を目的に、空き店舗を活用

した地域密着型企業「すまいる」が開業しま

した。店舗販売のほか、高齢者の安否確認を

兼ねた宅配サービスを行っています。

【顔の見える農業の振興】
　大豆とじゅうねんの栽培を奨励し、「手・まめ・

館」や特産さめがわ合同会社を中心に農業の

６次産業化に取り組んできました。

須藤勝広さん ご家族

（赤坂西野字茅）

長久保利生さん

（富田字中沢）

収
穫
さ
れ
た
大
豆

安
心
で
き
る
生
活
を
支
え
る
公
営
住
宅

　「まめで達者な村づくり」事業

が始まった当初から大豆作りに参

加しています。畑で作る物が何も

なかったことが理由です。退職後

は、大豆作りの仕事があるおかげ

で体を動かしているので、健康づ

くりに役立っていると感じていま

す。これからも体が動く限り、続

けていくつもりです。

　見渡団地に入居して、今年

で 11 年になります。団地には

同年代の子どもたちがいるの

で、子ども同士ですぐに遊ぶ

ことができています。保護者

同士の交流もできるので、住

んでいてよかったと思います。

建物がきれいで部屋数もちょ

うどいいです。

３

子ども同士、親同士が交流できる住宅大豆作りが健康づくりに
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【特集】第４次鮫川村振興計画策定

これまでの10年
これからの10年

構
成
す
る
「
第
４
次
鮫
川
村
振
興
計

画
策
定
委
員
会
」
は
同
13
日
、
そ
れ

ぞ
れ
第
２
回
目
と
な
る
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
会
議
で
は
、
新
た
な

振
興
計
画
を
作
り
上
げ
て
い
く
前
段

階
と
し
て
、
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

今
後
、
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
、
最
も
重
要
と
な
る
の
が
村

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
で
す
。
村
で
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
意
見
を
聞
き
、

計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
行
政
区

懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
時
な
ど

に
つ
い
て
は
、
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

「
ど
う
し
た
ら
さ
ら
に
住
み
や
す

い
環
境
に
な
る
の
か
」
ま
た
は
「
住

み
た
く
な
る
の
か
」
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
や
提
案
な
ど
、
皆
さ
ん
の
声
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
地
域
の
さ
ら
な
る
活
性

化
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
別

に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
裏
面
の
と
お
り

『
「
元
気
な
村
づ
く
り
」
わ
た
し
の
提

言
』
も
併
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

村
企
画
調
整
課
☎

　

４
９
‐
３
１
１
５

行政区懇談会日程

行政区 開催日 時間 会場

青生野区 ７月14日（月）

午後７時～

青生野集落センター

渡瀬区 ７月15日（火） 渡瀬区集落センター

富田区 ７月16日（水） 富田区集落センター

赤坂東野・
石井草区

７月17日（木） 東石区集落センター

赤坂中野区 ７月22日（火） 村公民館

西山区 ７月23日（水） 西山区集落センター

赤坂西野区 ７月24日（木） 赤坂西野区民センター

　勤めているとき、ヨーロッパに海

外研修に行く機会があり、見聞を広

める貴重な経験をさせてもらいまし

た。また、仕事柄、村内をはじめ近

隣町村の住民と話す機会が多く、い

ろいろな声を聞かせてもらいまし

た。地元では、みんなで協力して景

観づくりに積極的に取り組んできま

した。そういった経験が第４次振興

計画をつくる上で、何かの役に立て

ば、微力ながら協力できればという

思いで応募しました。

　これまで、私自身、「住みたい村、

住みたくなる村」を目標に考えてき

ました。若者が定住してくれるよう

な施策を考えていく必要があると思

います。そうすることで子どもも増

え、地域がにぎやかになります。

　第４次振興計画は、村のこれから

10年間の方向性を示すものです。村

民に理解してもらい、受け入れても

らえるような計画になるよう提案な

どをしていきたいと思います。

行
政
区
懇
談
会
を
行
い
ま
す

皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

の
調
査
結
果
、
現
行
の
第
３
次
振
興

計
画
で
掲
げ
た
施
策
の
達
成
状
況
な

ど
を
ま
と
め
た
現
計
画
点
検
・
評

価
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
か
ら
第
４
次
振
興
計
画
原
案

の
策
定
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
般
村

民
20
人
で
構
成
す
る
「
第
４
次
鮫

川
村
振
興
計
画
策
定
村
づ
く
り
委
員

会
」
は
６
月
19
日
、
村
職
員
18
人
で

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

第４次鮫川村振興計画策定
村づくり委員会委員長

関根浩治さん

（西山字大平）

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

計
画
が
村
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
提
案
を
し
て
い
き
た
い

結
果
や
現
計
画
の
検
証
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
、
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
や
行
政
区
懇
談
会
な
ど
で

得
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
を
踏

ま
え
た
上
で
、
両
委
員
会
が
議
論
を

重
ね
、
振
興
計
画
原
案
を
策
定
し
て

い
き
ま
す
。

計
画
原
案
の
策
定
始
ま
る

村づくり委員会には、20代から70代までの幅広い年
齢層の皆さんが応募しました。第２回目の会議では、
各部会に分かれて意見などを出し合いました。

５

   調査概要

   調査時期　平成25年12月

   調査対象　18歳以上の村民

   配布数　2,000

   抽出方法　無作為抽出

   有効回収数　833

   有効回収率　41.7％

Ｑこれからも鮫川村に住み続けた
いと思いますか。

住みたくない
3.6％

これからも
ずっと住み
続けたい
49.8％

どちらかと
いえば住み
続けたい
30.7％

どちらかと
いえば住み
たくない
14.6％

無回答

1.2％

か
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

鮫
川
村
に
「
自
分
の
村
」
と
し
て

の
愛
着
を
ど
の
程
度
感
じ
て
い
る
か

と
い
う
設
問
に
つ
い
て
は
、
「
愛
着

を
感
じ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
が

59
・
２
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
愛

着
を
や
や
感
じ
て
い
る
」
と
答
え
た

人
が
26
・
４
％
で
続
き
、
合
わ
せ
た

『
愛
着
を
感
じ
て
い
る
』
と
い
う
人

が
85
・
６
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
『
愛
着
を
感
じ
て
い
な
い
』

と
答
え
た
人
（
「
愛
着
を
あ
ま
り
感

じ
て
い
な
い
」
と
「
愛
着
を
感
じ
て

い
な
い
」
を
合
わ
せ
た
）
は
13
・
２
％

に
と
ど
ま
り
、
村
へ
の
愛
着
度
が
高

い
と
い
え
ま
す
。
前
回
の
調
査
結
果

と
比
較
す
る
と
、『
愛
着
を
感
じ
て
い

る
』
率
が
約
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま

し
た
。
年
齢
別
で
は
、
10
代
の
８
割

強
（
84
・
２
％
）
が
『
愛
着
を
感
じ

て
い
る
』
と
答
え
、
20
代
が
69
・
７
％

と
最
も
低
く
、
そ
れ
以
降
は
年
齢
層

が
上
が
る
に
つ
れ
て
上
昇
し
て
い
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
鮫
川
村
に
住

み
続
け
た
い
と
思
う
か
と
い
う
設
問

に
つ
い
て
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
住
み
続
け
た
い
」
と
答
え
た
人
が

49
・
８
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
続
け
た
い
」

と
答
え
た
人
が
30
・
７
％
で
続
き
、

合
わ
せ
た
『
住
み
続
け
た
い
』
と
答

え
た
人
が
80
・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、『
住
み
た
く
な
い
』

と
答
え
た
人
（
「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
住
み
た
く
な
い
」
と
「
住
み
た
く

な
い
」
を
合
わ
せ
た
）
は
18
・
２
％

と
な
り
、
定
住
意
向
も
強
い
と
い
え

ま
す
。
前
回
の
調
査
結
果
と
比
較
す

る
と
、
『
住
み
続
け
た
い
』
率
が
約

２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
年
齢

別
で
は
、
10
代
（
57
・
９
％
）
、
20

代
（
57
・
６
％
）
で
低
く
、
そ
れ
以

降
は
年
齢
層
が
上
が
る
に
つ
れ
て
上

昇
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、『
住
み
続
け
た
い
』
と
答

え
た
80
・
５
％
の
人
た
ち
に
と
っ
て

さ
ら
に
住
み
や
す
い
環
境
を
作
る
た

め
に
、
ま
た
、『
住
み
た
く
な
い
』

と
答
え
た
18
・
２
％
の
人
た
ち
が
住

み
た
く
な
る
よ
う
な
村
に
す
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
10
年
間
の
村
づ
く
り

を
皆
さ
ん
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
考

え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
の
詳
細
お
よ
び
鮫
川
中
学
校
の
生

徒
１
０
２
人
を
対
象
に
行
っ
た
同
様

Ｑ鮫川村に「自分の村」としての
愛着をどの程度感じていますか。

愛着を
感じている

59.2％
愛着をやや
感じている

26.4％

愛着をあまり
感じていない
9.6％

愛着を
感じていない

3.6％
無回答

1.2％

　

第
４
次
振
興
計
画
（
平
成
27
年
度

～
36
年
度
）
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、

村
民
の
意
向
や
意
見
な
ど
を
把
握

し
、
計
画
づ
く
り
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
平
成
25
年
12
月
に
村
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

18
歳
以
上
の
村
民
の
中
か
ら
無
作
為

抽
出
し
た
２
千
人
を
対
象
に
行
い
、

８
３
３
人
（
有
効
回
収
率
41
・
７
％
）

の
有
効
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

調
査
の
内
容
は
、
村
へ
の
愛
着
度

や
今
後
の
定
住
意
向
を
は
じ
め
、
村

の
各
分
野
に
関
す
る
満
足
度
と
重
要

度
、
今
後
ど
の
よ
う
な
村
に
し
た
い

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
ま
と
ま
る

愛
着
度
・
定
住
意
向
が
上
昇

こ
れ
か
ら
の

　
年
間
を
考
え
る

10

４

本
格
化
し
て
き
た
第
４
次
振
興

計
画
策
定
。
現
状
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
皆
さ
ん
で
村
の
将

来
を
考
え
ま
し
ょ
う
。



平
成
27
年
度

鮫
川
村
職
員(

高
校
卒
程
度)

採
用
候
補
者
試
験

　

平
成
27
年
度
鮫
川
村
職
員
採
用

試
験
を
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

試
験
職
種　

一
般
事
務

採
用
予
定
人
員　

３
名
程
度

受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
校
卒
ま

　

た
は
平
成
27
年
３
月
末
日
ま
で

　

に
卒
業
見
込
み
の
方　

※
こ
の

　

期
間
に
生
ま
れ
た
場
合
で
も
、

　

大
学
お
よ
び
短
大
を
卒
業
し
た

　

方
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
末
日

　

ま
で
に
大
学
お
よ
び
短
大
を
卒

　

業
見
込
み
の
方
を
除
き
ま
す
。

試
験
方
法　

▼
第
１
次
試
験
…
教

　

養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）、
各

　

種
検
査
（
事
務
適
性
検
査
・
一

　

般
性
格
診
断
検
査
・
職
場
適
応

　

性
検
査
）
▼
第
２
次
試
験
…
個

　

別
面
接
、
小
論
文　

※
第
１
次

　

試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
10

　

月
下
旬
に
合
格
者
の
受
験
番
号

　

を
役
場
掲
示
板
に
掲
示
す
る
ほ

　

か
受
験
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

試
験
の
期
日
お
よ
び
場
所　

平
成

　

26
年
９
月
21
日
（
日
）
午
前
９

　

時
受
付
開
始
・
棚
倉
合
同
庁
舎

申
込
用
紙
の
請
求　

申
込
用
紙
は
、

　

役
場
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

　

郵
便
に
よ
り
請
求
す
る
場
合
は
、

　

封
筒
の
表
に
「
高
校
卒
程
度
試

　

験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き

　

し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な

　

お
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た

　

返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
）
を

　

必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

申
込
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
、
役
場
総
務
課
に

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用

　

紙
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
封
筒

　

の
表
に
「
高
校
卒
程
度
試
験
申

　

込
」
と
朱
書
き
し
、
必
ず
簡
易

　

書
留
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
９
２
円
切
手
を
貼
っ

　

た
返
信
用
封
筒
（
長
３
号
）
を

　

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

平
成
26
年
７
月
16
日

　

（
水
）
か
ら
８
月
15
日
（
金
）
ま

　

で
（
執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
）。

　

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
13
日

　

（
水
）
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も

　

の
に
限
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
村
総
務
課
総
務

　

係
☎
４
９
‐
３
１
１
１

　７月１日（火）から９

月３０日（火）までの間、

「手・まめ・館」直売

所は午後７時まで営業

します。ぜひ、ご利用

ください。

　なお、喫茶店は引き

続き、午後６時までの

営業となります。

｢

手
・
ま
め
・
館｣

直
売
所
の

営
業
時
間
が
変
わ
り
ま
す

平
成
26
年
度
納
税
表
彰
式
・
納
税
組
長
会
議

村
税
完
納
継
続
57
年
に
感
謝

　

平
成
26
年
度
納
税
表
彰
式
・
納

税
組
長
会
議
は
６
月
22
日
、
村
公

民
館
で
開
催
し
、
区
長
や
組
長
、

来
賓
な
ど
約
２
０
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
納
税
表
彰
式
で
は
、
完

納
を
達
成
し
た
行
政
区
や
納
税
組

合
に
表
彰
状
を
贈
呈
し
た
あ
と
、

退
職
統
計
調
査
員
、
善
行
者
に
対

し
て
感
謝
状
が
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
納
税
組
長
会
議
を

行
い
、
大
樂
村
長
や
各
課
長
が
本

年
度
の
村
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　

表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状
の
受
賞

者
（
団
体
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
完
納
行
政
区
表
彰　

赤
坂
西
野

　

区
（
58
年
継
続
）
西
山
区
（
62

　

年
継
続
）
赤
坂
中
野
区
（
58
年

　

継
続
）
赤
坂
東
野
・
石
井
草
区

　

（
57
年
継
続
）
富
田
区
（
59
年

　

継
続
）
渡
瀬
区
（
59
年
継
続
）

　

青
生
野
区
（
58
年
継
続
）

■
納
期
前
完
納
組
合
表
彰
（
平
成

　

25
年
４
月
26
日
ま
で
に
概
算
前

　

納
し
た
組
合
）　

切
払
東
ほ
か

　

11
組
合

■
納
期
内
完
納
組
合
（
平
成
25
年

　

内
に
完
納
し
た
組
合
）　

酒
垂

　

旧
ほ
か
57
組
合

■
完
納
組
合
（
平
成
25
年
度
内
に

　

完
納
し
た
組
合
）　

酒
垂
新
ほ

　

か
76
組
合

■
感
謝
状
等
贈
呈　

▼
長
年
、
統

　

計
調
査
員
と
し
て
勤
続
さ
れ
た

　

方
に
対
す
る
感
謝
状
…
舟
木
正

　

二
（
19
年
６
カ
月
）、青
戸
禎
美
（
９

　

年
10
カ
月
）
▼
村
政
の
振
興
に

　

寄
与
さ
れ
た
方
に
対
す
る
感
謝

　

状
…
植
村
實
、
西
山
二
区
集
落

■問い合わせ　村農林課☎４９‐３１１４

　村内で栽培・採取され
た農産物等の放射性セシ
ウム測定結果を公表しま
す。結果はあくまでも参
考値ですので、目安とし
てください。
　また、村では現在も放
射性物質の検査を受け付
けています。ぜひ、ご利
用ください。

【注釈】
①放射性セシウムは134と137
　の合算値です。
②検出限界値未満を「不検出」
　と表示しています。
③空欄は測定実績がありませ
　んでした。
④同じ地区で複数ある場合は、
　最小値と最大値を表示して
　います。

５月１６日～６月1５日検査 [ベクレル/㎏］農産物等
放射性物質
測定結果

検査試料 赤坂西野 西　山 赤坂中野 東　石 富　田 渡　瀬 青生野

キャベツ 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

大根 不検出 不検出 不検出 不検出

レタス 不検出 不検出 不検出　
　　～17 不検出

ホウレンソウ 不検出 不検出 35

ブロッコリー 不検出 不検出　
　　～30

不検出　
　　～7 不検出

フキ 不検出 不検出 不検出　
　　～12

不検出　
　　～12 10

ニンニク １２ 不検出　
　　～9

白菜 不検出 不検出

タマネギ 不検出 不検出

キュウリ 不検出 不検出

キヌサヤ 不検出 不検出

カブ 不検出 不検出 不検出 不検出

タケノコ 不検出　
　　～31

不検出　
　　～8

不検出　
　　～90

不検出　
　　～18 38 65

イノシシ肉 129 211～250

【直売所】

　　午前９時～午後７時（１０月

　１日以降は午後６時まで）

　　第１水曜日、１月１日・２日

【喫茶店】

　　午前１０時～午後６時

　　水・木曜日、１月１日～３日

６７

行政

ＮＡＶＩ

納税完納の表彰を受ける行政区長

　

村
仮
設
焼
却
炉
監
視
委
員

会
で
は
、
毎
週
金
曜
日
に
仮

設
焼
却
施
設
周
辺
の
空
間
線

量
を
測
定
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
仮
設
焼
却
施
設
周
辺
の

空
間
線
量
測
定
結
果
と
関
連

フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、
村

お
よ
び
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

村
地
域
整

　

備
課
環
境
係
☎
４
９
‐
３

　

１
９
６

仮
設
焼
却
施
設
周
辺

空
間
線
量
の
測
定
結
果

問
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
測
定
値

測定箇所 測定値

仮設焼却炉入口 0.11

青生野小学校 0.11

朝日山登山道入口 0.11

青生野肥育組合 0.13

鹿角平観光牧場 0.09

仮
設
焼
却
炉
周
辺
の
測
定
値

測定箇所 測定値

施設東側 120ｍ 0.12

施設南側 120ｍ 0.15

施設西側 120ｍ 0.16

施設北側 120ｍ 0.19

仮置場看板付近 0.09

石久保線起点 0.14

石久保線終点 0.13

和協管理棟付近 0.15

■施設周辺の空間線量（６月２０日実施） 　 [μSv/h]

営

休

営
休



「緑のふるさと協力隊 in 鮫川村」
「いいね！」お願いします。

　
　
　
ん
に
ち
は
！　

鮫
川
村
緑
の

　
　
　

ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
遠
藤
敬

介
で
す
。
こ
ち
ら
で
の
暮
ら
し
に
も

よ
う
や
く
慣
れ
、
こ
れ
か
ら
よ
り
一

層
鮫
川
村
の
た
め
に
活
動
し
、
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

季
節
が
変
わ
り
、
も
う
す
ぐ
夏
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
鮫
川
村
で
ど

の
よ
う
な
夏
を
体
験
で
き
る
の
か
、

今
か
ら
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

都
会
と
比
べ
、
暑
さ
で
環
境
が
ど
う

変
化
す
る
の
か
、
そ
れ
に
よ
り
野
菜

や
果
物
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
な
ど

常
々
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

夏
と
い
え
ば
、
鹿
角
平
や
江
竜
田

の
滝
が
さ
ら
に
華
や
か
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
季
節
ご
と

に
い
ろ
い
ろ
な
景
色
を
味
わ
え
る
の

は
、鮫
川
村
な
ら
で
は
の
魅
力
で
す
。

こ
の
魅
力
を
都
会
に
暮
ら
し
て
い
る

人
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
全
国
各
地
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
が
あ
る
の
で
、
そ

の
魅
力
を
ど
う
し
た
ら
共
有
で
き

る
の
か
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
通
じ
て
情

報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

一
方
、
夏
を
迎
え
る
上
で
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
増

え
て
き
ま
す
。
特
に
、
食
べ
物
に
関

し
て
は
腐
り
や
す
く
な
っ
て
く
る

の
で
、
上
手
に
保
存
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
し
、
虫
も
増
え
て
く
る
の

で
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
今
年
も
異
常
気
象
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
倒
れ
な
い
よ
う

に
水
分
を
ま
め
に
取
り
、
暑
さ
に
備

え
た
い
で
す
。
私
は
、
都
会
生
活
で

暑
さ
に
は
慣
れ
て
い
る
方
で
す

が
、
お
年
寄
り
な
ど
暑
さ
に
弱
い
人

が
い
れ
ば
、
手
伝
っ
て
負
担
を
減
ら

し
て
い
く
べ
き
で
す
。
こ
れ
ま
で
よ

り
も
気
を
遣
い
な
が
ら
、
暑
さ
に
負

け
な
い
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

い
ま
だ
、
右
往
左
往
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
起
承
転
結
の
承

(

内
容
を
膨
ら
ま
せ
る)

と
い
う
時

期
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
活
動
し
て

い
る
意
味
も
よ
く
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
私
の
記

事
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
方

々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

こ

１．薪ステーションで薪割りを体験しました。
２．草刈り機を初めて使いました。地面と水平に
　刈るのが難しかったです。
３．江竜田の「青葉の滝」。マイナスイオンを浴
　びて癒やされました。

1

３ ２

鮫
川
村
の
夏
を
心
待
ち
に
し
て
い
る

暑
さ
に
負
け
な
い
よ
う
に
活
動
し
た
い

縁ＤＯＬＩＦＥ 緑のふるさと協力隊
遠藤敬介さんの鮫川村体験記～笑顔を力に～

エン・ドゥ・ライフ　Ｖｏｌ．３

９

CLOSE  UP  SAMEGAWA
ク ロ ー ズ　 ア ッ プ　 さ め が わ

消
防
操
法
大
会
出
場
選
手
紹
介

よ
り
速
く
、
よ
り
正
確
に

消
防
団
員
の
熱
い
夏
が
始
ま
る

　　
　
　

39
回
福
島
県
消
防
操

　
　
　

法
東
白
川
支
部
大
会
」

が
７
月
27
日
に
矢
祭
町
の
町
営

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
会
に
は
、
東
白
川
郡
内

４
町
村
の
消
防
団
が
出
場
。

ポ
ン
プ
か
ら
ホ
ー
ス
を
つ
な

ぎ
放
水
し
、
火
点
を
倒
す
ま

で
の
タ
イ
ム
や
正
確
な
動
作
、

規
律
な
ど
を
競
い
合
い
ま
す
。

村
消
防
団
か
ら
は
、
ポ
ン
プ

　
自
動
車
の
部
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
の
部
と
も
に
第
１
分
団

（
赤
坂
中
野
、
赤
坂
東
野
・
石

井
草
）
が
出
場
し
ま
す
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
５
月
下

旬
か
ら
大
会
に
向
け
て
、
村

消
防
団
関
係
者
や
棚
倉
消
防

署
鮫
川
分
署
員
の
指
導
の
も

と
、
連
日
厳
し
い
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ

ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

指揮者

生田目昌信
１番員

鏑木卓弥
２番員

宗田竜也
３番員

鈴木 悟
４番員

岡部貴浩
補助員

湯座勇太
補助員

矢吹晃一

指揮者

武藤玄由
１番員

中川西 悠
２番員

矢内安男
３番員

鈴木 隆
補助員

蛭田 哲
補助員

三瓶敏和

練習は夕方６時30分か
ら青少年広場で行われ
ています。大会まで１
カ月をきり、練習に挑
む表情もより真剣味を
増しています。

８

「
第
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ほ っ と ニ ュ ー ス

　劇団前進座公演「花
はなのきむらつきよのきてれつ

木村月夜奇妙」は６月

１３日、村公民館で行われました。こどもセ

ンターの園児や一般村民が鑑賞し、人情味溢

れる芝居に会場は大きな拍手で沸きました。

公演後には、子どもたちから手作りのメダル

が出演者に手渡されました。

人情味溢れる芝居に会場沸く
劇団前進座公演「花木村月夜奇妙」

　村体育協会主催の第２３回さわやか高原

ロードレース大会は６月１５日、鹿角平観光

牧場で行われました。大会には、村内外から

１８０人を超えるランナーが参加し、健脚を競

い合いました。また、競技終了後に焼き肉を

楽しみながら親睦を深めました。↗

　成績は次のとおりです。（敬称略）

村政TOPICS 村政TOPICS

　

村
消
防
団
消
防
操
法
指
導

会
、
消
防
資
機
材
取
扱
講
習
会

並
び
に
新
入
団
員
規
律
訓
練
は

６
月
１
日
、
村
青
少
年
広
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
新
入
団
員
を
含

め
た
村
消
防
団
員
１
７
９
人
、

棚
倉
消
防
署
鮫
川
分
署
員
、
消

防
資
機
材
メ
ー
カ
ー
担
当
者
が

参
加
。
各
訓
練
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
、
新
入
団
員
規
律
訓
練
で

は
、
渡
邉
壽
喜
鮫
川
分
署
長
か

ら
消
防
団
の
組
織
や
団
員
と
し

て
の
心
構
え
な
ど
の
講
話
を
聞

い
た
後
、
消
防
訓
練
礼
式
、
消

防
資
機
材
取
扱
訓
練
な
ど
の
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
操
法
指
導
会
で

は
、
７
月
に
行
わ
れ
る
「
県
消

防
操
法
東
白
川
支
部
大
会
」
に

向
け
、
分
署
員
か
ら
熱
が
入
っ

た
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
ま
め
で
達
者
な
村
づ
く
り
」

事
業
が
11
年
目
を
迎
え
、
今
年

栽
培
す
る
大
豆
・
じ
ゅ
う
ね
ん

の
種
子
配
布
を
５
月
27
日
に
各

地
区
の
集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

行
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
連
作
障
害
に
よ
る
大

豆
の
小
粒
化
が
進
み
、
良
質
大

豆
の
生
産
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
大
豆
の
作
付
け
を
制

限
し
、
エ
ン
麦
の
種
子
を
無
料

で
配
布
す
る
こ
と
で
ほ
場
を
休

ま
せ
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
大
豆
の
栽
培
に
65

人
（
10
㌶
）、
エ
ン
麦
の
栽
培

に
24
人
（
３
・
９
㌶
）、
じ
ゅ
う

ね
ん
の
栽
培
に
45
人
（
３
・
８

㌶
）
の
合
わ
せ
て
１
３
４
人

（
17
・
７
㌶
）
の
高
齢
者
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

高原を駆け抜ける
第２３回さわやか高原ロードレース大会

子どもたちの歓声響く
２つの小学校で春季大運動会

　村内２つの小学校の春季大運動会は５月に

開催され、子どもたちの元気な声が響きわた

りました。

　鮫川小は５月１７日、青生野小は２５日に開

催。両日とも、天候に恵まれ、短距離走や綱

引きなどおなじみの種目のほか、趣向を凝ら

したさまざまな種目で競い合いました。また、

保護者や地域住民も種

目に参加し、会場を盛

り上げました。

　子どもたちは、家族

らの大きな声援を受け

ながら、元気いっぱい

に校庭を駆け回ってい

ました。

高
原
を
さ
っ
そ
う
と
走
る
ラ
ン
ナ
ー

　議会の運営、村自治の発展に尽力した功績

が認められ、早川正博議員、山形郁夫議員、

関根政雄議員、前田三郎議長が県町村議会議

長会から「自治功労賞」を受けました。４名

は、平成１５年４月３０日から１１年にわたり村

議会議員を務めています。

長年の功績を称えて
村議会議員４人が「自治功労賞」を受賞

素
朴
で
懐
か
し
い
「
お
と
ぎ
芝
居
」

表
彰
状
を
受
け
た
村
議
会
議
員

　５月２７日に村保健センターで実施した３

歳児健診で、むし歯のなかったお子さんは、

受診児９人中７人でした。

▶男子フリーⅠ①小川祐吾 ( 中島村 ) ②鈴木宏之

( つくばみらい市 ) ③鈴木悟 ( らん・Run クラブ )

▶男子フリーⅡ①鈴木和之 ( 鮫川中 ) ②藤井慶悟

( 矢祭町 ) ③長久保拓仁 ( 鮫川中 )▶男子小学５･

６年生①圓谷吏生 (浅川町 )②星貴大 (西郷村 )圓

井純一 ( 鮫川小 )▶男子小学３･ ４年生①小澤太陽

( いわき市 ) ②遠藤愛翔 ( 西郷村 ) ③坂本大夢 ( ら

ん・Run クラブ )▶男子小学１･ ２年生①鈴木一真

( らん・Run クラブ ) ②菊池流星 ( 棚倉町 ) ③小松

琉眞 ( らん・Run クラブ )▶女子フリー①岡部花歩

( 鮫川中 ) ②関根美可 ( 鮫川中 ) ③湯座真代 ( 鮫川

中 )▶女子小学５･ ６年生①塙葵 ( 棚倉町 ) ②蛭田

樹璃 ( らん ･Run クラブ ) ③佐藤有珠 ( 白河市 )▶
女子小学３･ ４年生①宍戸葵 ( 棚倉町 ) ②関根莉奈

( らん ･Run クラブ ) ③本多由羅 ( 矢祭町 )▶女子

小学１･ ２年生①圓谷仁渚 ( 浅川町 ) ②鈴木華 ( い

わき市 )③草野葵音 (いわき市 )

むし歯のない子は７人
５月２７日実施の３歳児健診

生田目禮
れい

くん

佐藤寧
ね お

音ちゃん

江田彦
げんき

希くん

小松暖
はるき

季くん

本郷美
み ほ

穂ちゃん

木村梨
り の

乃ちゃん

芳賀幸
さちほ

歩ちゃん

①赤坂中野字東前田
②父・義人さん、母・
　麻美さん
③寝る前の歯みがき
　を頑張りました。

①西山字水口
②父・潤一さん、母・
　香里さん
③甘い物が大好きな
　ので、念入りにみ
　がきました。本人
　も嫌がらず頑張り
　ました。

①赤坂西野字荻ノ沢
②父・和彦さん、母・
　夏美さん
③毎日、夜の歯みが
　きを頑張りました。

①渡瀬字大戸中
②父・寿美さん、母・
　紗也香さん
③毎日、歯みがきを
　頑張りました。

①赤坂東野字戸草
②父・勇喜さん、母・
　あゆみさん
③お姉ちゃんと一緒
　に毎日の歯みがき
　を頑張りました。
　仕上げみがきも上
　手にできました。

①赤坂西野字岡田
②母・真弓さん
③どんなに眠くても、
　夜の仕上げみがき
　を欠かさず頑張り
　ました。

①赤坂中野字宿ノ入
②父・省三さん、母・
　久美子さん
③夜は甘い物を控え、
　牛乳や水を飲んで
　いました。歯みが
　きも嫌がらずに頑
　張りました。

①住所
②保護者
③むし歯にならない
　ために頑張ったこ
　と

↗

上／鮫川小の騎馬戦
左／青生野小の綱引き

熱心に指導を受ける新入団員

新
入
団
員
規
律
訓
練
等

団
員
の
心
構
え
を
学
ぶ

大
豆
な
ど
の
種
子
配
布

１
３
４
人
が
参
加

種子を受け取る豆づくり参加者



老
人
の
話
な
が
な
が
梅
雨
の
入
り

中
井
　
恒
峯

老
体
に
飲
ん
で
頑
張
る
降
圧
剤

北
條
素
人
坂

父
三
十
三
回
忌
読
経
流
れ
る
風
青
し

松
本
　
精
一

木
を
植
え
る
穴
よ
り
蛇
の
赤
い
舌

前
田
　
縫
子

桐
の
花
建
前
間
近
大
家
族

山
本
　
恵
子

擬
宝
珠
の
白
き
葉
光
跳
ね
返
す

黒
田
　
寿
香

会
津
路
や
雨
雲
低
く
桐
の
花斎

須
　
信
子

産
ま
れ
た
と
い
う
メ
ー
ル
来
る
若
葉
風

鈴
木
　
米
子

葉
桜
や
武
士
に
は
あ
ら
ず
葉は

武む

列れ
っ

土と

土
　
竜
　
庵

日
暮
れ
時
雨
か
と
惑
う
遠
蛙山

本
五
十
鈴

と
り
戻
す
元
気
の
泉
運
び
来
る
わ
が
家

の
燕
来
る
が
待
た
れ
る

溝
井
　
清
乃

来
な
け
れ
ば
こ
ち
ら
で
足
を
運
ぶ
だ
け

運
と
い
う
字
の
関
わ
り
は
今
も

坂
本
　
伊
紀

来
し
方
の
延
長
線
と
思
わ
れ
た
く
な
い

と
目
論
む　

新
挑
戦
の
道

一
　
平
　
子

歓
声
の
小
学
校
の
運
動
会
婆
も
一
緒
の

応
援
に
湧
く

石
井
　
幸
子

Ｇ
Ｂ
の
優
勝
の
が
し
反
省
す
我
な
り
励

む
次
回
に
望
み
を

須
藤
シ
ツ
エ

卵
抱
く
雉
を
い
と
し
み
草
刈
ら
ず
見
守

り
居
た
が
行
方
不
明
に

前
田
喜
三
子

牡
丹
花
も
の
言
い
た
げ
に
天
仰
ぐ
陽
射

し
明
る
き
雨
上
が
り
の
午
後関

根
ヨ
ネ
子

友
の
目
の
悲
し
き
視
線
背
に
と
ら
え
さ

よ
な
ら
を
言
う
施
設
の
別
れ藤

田
千
代
子

久
び
さ
に
来
た
り
し
燕
軒
下
に
忙
し
く

飛
び
交
え
交
互
に
巣
作
り

関
根
ハ
ナ
ヨ

緑
増
す
稲
田
め
ぐ
り
て
朝
露
に
し
っ
ぽ

り
濡
れ
て
今
日
も
一
日

関
根
　
富
久

咲
き
誇
る
山
藤
の
花
杉
の
木
に
荒
れ
放

題
の
行
く
末
案
ず
る

板
橋
　
源
良

ゆ
っ
た
り
と
草
食
む
牛
の
日
常
が
三
年

振
り
に
や
っ
と
戻
り
来

関
根
キ
ヌ
子

社
会
学
級
開
級
式
に
国
家
斉
唱
日
の
丸

拝
せ
ば
心
洗
わ
る

矢
吹
　
一
二

干
天
の
続
き
し
夜
半
の
雨
の
音
癒
し
の

リ
ズ
ム
に
ぐ
っ
す
り
眠
る

北
條
　
　
平

Book
図 書 の 缶 詰
図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館☎ 29-1150

1213

加
茂
川
の
瀬
音
の
ひ
び
く
夕
涼
し　

川

床
料
理
に
京
を
味
わ
う

鈴
木
イ
ミ
子

早
起
き
の
元
気
を
く
れ
る
畑
野
菜
採
ら

る
を
待
ち
て
光
ら
せ
る
露

佐
藤
　
春
枝

重
な
る
も
齢
の
意
識
の
更
に
な
く
友
ら

は
集
う
若
く
装
い
て

矢
吹
　
定
子

寒
さ
に
も
耐
え
来
て
花
を
咲
か
せ
た
る

黄
の
薔
薇
幾
つ
棚
を
彩
る

須
藤
　
幸
子

川
水
も
温
む
日
頃
に
里
の
田
は
ト
ラ
ク

タ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
の
音

水
野
　
珠
子

部
屋
ま
で
も
明
る
く
な
し
て
来
る
曾
孫

秘
か
に
待
て
ば
窓
よ
り
の
風関

根　

瑞
恵

短　
　

歌

俳　
　

句

H
IR

O
Y
U
K
I

M
A
ED

A

まえだ・ひろゆき●昭和36年６月生まれ。赤坂中野字
宿ノ入在住。福島綜合警備保障㈱（郡山市）勤務。趣味は
ウォーキングとジョギング。「努力することは無駄にな
らない」がモットー。

　

私
な
り
に
考
え
て
い
る
、
鮫
川
の
魅

力
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

鮫
川
か
ら
隣
町
や
大
き
な
都
市
ま
で

買
い
物
に
行
く
の
は
、
20
分
だ
っ
た
り
、

半
日
だ
っ
た
り
、
１
日
だ
っ
た
り
と
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
車
で
移
動
す
る
た

め
に
は
忍
耐
力
が
必
要
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
小
さ
い
こ
ろ
、
「
な
ぜ
鮫
川
の

よ
う
な
不
便
な
場
所
に
住
ん
で
い
る
の
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

不
便
な
こ
と
は
、
創
意
工
夫
す
る
力
が

身
に
つ
き
、
遠
い
と
こ
ろ
ま
で
行
く
こ

と
は
我
慢
強
さ
が
身
に
つ
き
ま
す
。
ま

た
、
自
然
が
豊
か
だ
か
ら
こ
そ
、
鮫
川

で
生
活
す
る
と
心
が
豊
か
に
な
り
温
か

く
な
り
、
人
に
温
か
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の

方
々
か
ら
支
え
ら
れ
生
き
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

子
育
て
が
終
わ
り
心
に
余
裕
が
で
き

て
く
る
と
、
故
郷
を
思
う
気
持
ち
が
強

く
な
る
と
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
年
を
重

ね
る
に
つ
れ
故
郷
が
い
っ
そ
う
愛い

と

お
し

く
な
る
と
い
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
方
や
鮫
川
村
を
訪
れ
る

方
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
鮫
川
の

魅
力
を
伝
え
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

次
は
、
鈴
木
悟
さ
ん（
赤
坂
中
野
字
新
宿
）
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！

192村民【随想】リレー

前田博之さん

鮫川の魅力

利休にたずねよ

　飛び抜けた美的
センスを持ち、刀
の抜き身のごとき
鋭さを感じさせる
若者が恋に落ちた。
堺の魚屋の息子・
千与四郎。後の千

利休である。利休は茶人にとどま
らず、秀吉の天下取りを強力に後
押しした。しかし、その鋭さ故に
やがて対立。秀吉に嫌われ切腹を
命じられる。

み ん な の ペ ー ジ

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
で
汗
を
流
す

鮫川バドミントンクラブ
代表　齋須寛一／会員16名

　

週
１
回
、
村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
練
習
を
行
っ
て
い
る
「
鮫
川
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
ク
ラ
ブ
」。
会
員
は
、
小
学
校
低
学
年
か

ら
60
代
後
半
ま
で
と
幅
広
い
年
齢
層
で
構
成
さ

れ
、
親
子
の
参
加
者
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
レ
ベ
ル
も
さ

ま
ざ
ま
。し
か
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
や
ペ
ー

ス
で
、
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
時
は
会
員
が
２
・
３
人
ま
で
減

少
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
少

し
ず
つ
増
加
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

瞬
発
力
が
必
要
で
、
ハ
ー
ド
な
競
技
の
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
。
「
い
い
運
動
に
な
っ
て
い
る
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
た
ほ
か
、
共
通
の
趣
味
を
通

し
て
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
「
バ
シ
っ
と
打
て

た
と
き
が
う
れ
し
い
。こ
れ
か
ら
も
練
習
し
て
、

も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
」
と
夢
中
に
な
っ
て

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

さ

る

め

集

が

い

わ

28

を

彩

■

ちびまるこちゃんの
はじめてのクッキングえほん
だいすき！　人気メニュー

　初めてでも簡
単！　初めてで
もおいしい！み

んなが大好きな
メニューをまる
ちゃんと一緒に

作っちゃおう！人気メニューのほ
か、お弁当やパーティーメニュー
なども紹介。

（さくらももこ著、金の星社）

（山本兼一著、PHP研究所）

第３土曜日は 家族一緒に読書の日
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45
品
種
１
０
０
本
の
バ
ラ

　
　
　

を
育
て
て
い
る
矢
吹
み
よ

さ
ん
。
知
人
か
ら
苗
木
を
譲
り
受

け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
５
年

前
か
ら
本
数
を
増
や
し
、
退
職
後

の
楽
し
み
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

一
本
一
本
形
や
香
り
が
違
う
た

め
、
楽
し
み
が
深
ま
る
と
話
す
み

よ
さ
ん
。
「
言
葉
で
は
表
現
で
き

な
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
か

引
き
寄
せ
ら
れ
ま
す
」
と
バ
ラ
に

魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

丹
精
込
め
て
育
て
た
バ
ラ
に
は
、

愛
着
が
湧
き
ま
す
。
そ
し
て
、「
き

れ
い
に
咲
い
た
バ
ラ
を
枯
ら
し
た

く
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
始

め
た
の
が
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
。
周
り
に
聞
け
る
人
が
い
な

か
っ
た
た
め
、
本
を
頼
り
に
２
年

前
か
ら
作
り
始
め
ま
し
た
。

　

作
り
方
は
、
一
度
脱
色
さ
せ
て

か
ら
着
色
す
る
方
法
と
そ
の
ま
ま

専
用
液
に
漬
け
固
め
る
方
法
の
２

通
り
あ
り
、
品
種
に
よ
っ
て
使
い

分
け
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
方
法

も
液
の
吸
収
が
良
い
よ
う
、
咲
き

切
っ
て
い
な
い
バ
ラ
を
使
う
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
だ
そ
う
で
す
。

「
一
つ
の
バ
ラ
で
二
度
楽
し
め
ま

す
」
と
み
よ
さ
ん
。
今
後
は
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
を
勉
強
し
、
髪

飾
り
な
ど
を
作
っ
て
み
た
い
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ブリザードフラワーにすること
で生まれ変わります。色味が変
わるので、楽しみが増すといい
ます。バラを使ってポプリや入
浴剤も作り、無駄にしません。

バラ・プリザーブドフラワー

矢吹みよさん
やぶき・みよ／赤坂西野字仁田／ 64歳

言葉では表現できない魅力がある
１つのバラで２度楽しめる

　

平
成
26
年
度
青
生
野
小
・
青
生

野
区
民
大
運
動
会
が
５
月
25
日
、

青
生
野
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
運
動
会
の
テ
ー
マ
「
最

後
ま
で
気
合
い
と
絆
で
つ
き
進
め
」

の
も
と
、
全
校
生
12
名
は
徒
競
走

や
チ
ャ
ン
ス
レ
ー
ス
、
団
体
戦
、

親
子
競
技
な
ど
に
力
い
っ
ぱ
い
取

り
組
み
ま
し
た
。
特
に
、
大
ト
リ

を
飾
っ
た
全
校
紅
白
リ
レ
ー
で
は
、

抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
大
接
戦
の
末
、

６
年
の
棚
井
未
有
さ
ん
が
力
強
く

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
、
白
組
が

勝
利
し
ま
し
た
。
区
民
の
皆
さ
ん

も
紅
白
に
分
か
れ
、
タ
ガ
ま
わ
し

や
大
玉
こ
ろ
が
し
な
ど
に
取
り
組

み
、
子
ど
も
た
ち
は
声
の
限
り
に

声
援
を
送
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆

さ
ん
と
共
に
楽
し
く
心
に
残
る
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

青
生
野
小
学
校
で
は
、
農
業
体

験
学
習
と
し
て
大
豆
や
野
菜
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
５
月

27
日
、
棚
井
幸
一
さ
ん
に
指
導
い

た
だ
き
な
が
ら
野
菜
の
苗
植
え
を

行
い
ま
し
た
。
マ
ル
チ
の
張
り
方

や
肥
料
の
与
え
方
、
水
や
り
の
仕

方
な
ど
、
世
話
の
仕
方
を
丁
寧
に

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
額
に

汗
し
て
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
自
分
が
植
え
た
苗
に

名
前
を
つ
け
、
責
任
を
も
っ
て
水

や
り
な
ど
を
す
る
こ
と
で
、
愛
情

深
く
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い

ま
す
。
お

い
し
く
新

鮮
な
野
菜

を
収
穫
で

き
る
日
が

待
ち
遠
し

い
で
す
。

　
　
　
　（
文
・
写
真
／
青
生
野
小
学
校
）

青生野小学校編

（117）

み ん な の ペ ー ジ

若者の広場　№ 115

蛭田舞菜美さん

皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
て
い
る

ひるた・まなみ
平成５年３月25日生まれ　21歳
Ａ型　おひつじ座
趣味はドライブ
赤坂東野字滝ノ下在住

約
■今、夢中になっていること

　は何ですか？

　　友達と旅行をすることで

　す。温泉やグルメを楽しん

　でいます。見知らぬ土地に

　行くことで、世界観が広が

　ります。

■これから新たにやってみたい

　ことや目標はありますか？

　　着付けと茶道に興味があ

　るので、機会があれば挑戦

　してみたいと思います。

■村に住んでいて感じること

　や現在の村について思うこ

　とはありますか？

　　鮫川村に住んでいる人は

　もちろん、村を離れた人も

　村に対して誇りを持ってい

　ると思います。また、小さ

　いころにお世話になった人

　が気軽に話し掛けてくれた

　りするので、皆さんに見守

　られているなと肌で感じて

　います。

■鮫川村に要望などはありま

　すか？

　　鮫川村は好きなことに打

　ち込め、個性を伸ばせる環

　境だと思います。また、時

　間がゆっくり流れていて落

　ち着くので、休日など過ご

　しやすいです。これらの良

　さがこれからも変わらずあ

　ってほしいです。

■

青
生
野
小
・
区
民
大
運
動
会

晴
天
の
下
、
盛
大
に
開
催
！

農
業
体
験
学
習

大
き
く
な
あ
れ
！

夫の正二さんと協力して手入
れをしています。見た人がき
れいだなと思ってもらえたら
うれしいと話します。

あなたの

Vol.２４

　次は増子麻美さん（赤坂西野字
前塩倉在住）の予定です。

光る技

キラり
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そ
の
他　

募
集
内
容
や
応
募
方

　

法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

　
　

家
族
や
地
域
の
大
切
さ
に

　

関
す
る
作
品
募
集
事
務
局
☎

　

０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
３
１

　

５
１
（
フ
リ
ー
コ
ー
ル
）

　

県
と
県
労
働
委
員
会
で
は
、

職
場
に
お
け
る
賃
金
や
勤
務
時

案
内

試
験
日
時
・
会
場　

平
成
26
年

　

９
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時

　

受
付
開
始
・
白
河
市
産
業
プ

　

ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

　

（
白
河
市
中
田
１
４
０
）

申
し
込
み　

白
河
地
方
広
域
市

　

町
村
圏
消
防
本
部
お
よ
び
各

　

消
防
署
・
分
署
に
あ
る
試
験

　

申
込
書
な
ど
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
白
河
地
方
広
域
市

　

町
村
圏
消
防
本
部
に
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

平
成
26
年
７
月
16

　

日
（
水
）
～
８
月
15
日
（
金
）

　

※
郵
送
の
場
合
は
、
平
成
26

　

年
８
月
13
日
（
水
）
ま
で
の

i
　

６
月
10
日
（
火
）
に
村
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
の
利
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
夏

休
み
期
間
に
合
わ
せ
て
、
７
月

19
日
（
土
）
か
ら
８
月
24
日

（
日
）
は
夜
間
の
利
用
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
お
よ
び

　

祝
日　

※
夏
休
み
期
間
の
７

　

月
19
日
（
土
）
か
ら
８
月
24

　

日
（
日
）
は
、
日
中
の
み
月

　

曜
日
の
休
館
日
を
臨
時
開
館

　

し
ま
す
。

利
用
時
間　

▼
午
前
９
時
40
分

　

～
11
時
30
分
▼
午
後
１
時
～

　

４
時
50
分
▼
午
後
７
時
～
８

　

時
50
分

そ
の
他　

係
員
の
指
示
に
従
い
、

　

プ
ー
ル
使
用
上
の
注
意
を
守

　

り
、
け
が
の
な
い
よ
う
に
利

　

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

村
教
育
委
員
会
教
育
課
☎

　

４
９
‐
３
１
５
１

　

小
・
中
学
校
の
夏
休
み
期
間

の
７
月
19
日
（
土
）
か
ら
８
月

24
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
村
農

業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
村
図
書
館
は
毎
週
月
曜

日
を
臨
時
開
館
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

村
教
育
委
員
会
教
育
課
☎

　

４
９
‐
３
１
５
１

　

消
印
有
効

　
　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏

　

消
防
本
部
総
務
課
人
事
係
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
６

　

８
募
集
内
容　

子
育
て
を
家
族
や

　

身
近
な
地
域
社
会
で
支
え
る

　

こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
る
内

　

容
の
写
真
、
手
紙
・
メ
ー
ル

募
集
期
間　

７
月
１
日
（
火
）

　

～
９
月
８
日
（
月
）

応
募
資
格　

小
学
生
以
上

nformationi 情報ＢＯＸ
暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

■電話番号

鮫川村役場（代表・総務課）
☎ 0247―49―3111
FAX 0247―49―2651

住民福祉課
　健康係　　　 　49-3112
　住民係・福祉係 49-3113
農林課　　　　 　49-3114
企画調整課　　 　49-3115
地域整備課
　建設係　　 　　49-3116
　環境係　　　 　49-3196
農業委員会　　 　49-3197
議会事務局　　 　49-3198
出納室　　　　 　49-3199

【その他の機関】
教育委員会　　 　49-3151
図書館　　　　 　29-1150
農業者トレーニングセンター
　　　　　　　 　49-3295
学校給食センター 49-2113
こどもセンター（保育園・
幼稚園）　　　　　29-1010
保健センター 　　29-1231
国保診療所　 　　49-2028
ほっとはうす・さめがわ
　　　　　　　 　48-2555
手･まめ･館　　 　49-2556
山王の里　　　 　48-2848

■鮫川村公式ホームページ

http://www.vill.samegawa.
fukushima.jp/

　防災無線でむし歯
予防を呼びかけます。

７月の担当は

鮫川中学校
保健給食委員会

　須藤　楓さん

　関根愛美さん

　我妻美空さん

間
な
ど
の
労
働
条
件
、
解
雇
な

ど
の
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ
い

て
、
休
日
電
話
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

７
月
５
日
（
土
）・
６
日

　
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

電
話
番
号　

☎
０
２
４
‐
５
２

　

１
‐
７
５
９
４
（
県
労
働
委

　

員
会
事
務
局
）

　
　

県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎

　

０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
５
９

　

４

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
借

金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

借
金
の
状
況
を
聞
き
、
必
要
に

応
じ
て
弁
護
士
・
司
法
書
士
な

ど
の
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口　

福
島
財
務
事
務
所

　

理
財
課
☎
０
２
４
‐
５
３
３

　

‐
０
０
６
４

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
８
時

　

30
分
か
ら
正
午
、
午
後
１
時

　

か
ら
４
時
30
分

　
　

福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

　

☎
０
２
４
‐
５
３
５
‐
０
３

　

０
３

実
施
日　

８
月
８
日
（
金
）

内
容
・
時
間　

▼
オ
リ
エ
ン
テ

　

ー
シ
ョ
ン
…
午
後
０
時
30
分

　

～
０
時
50
分
▼
事
業
所
Ｐ
Ｒ

　

タ
イ
ム
…
午
後
０
時
50
分
～

　

１
時
50
分
▼
合
同
就
職
面
接

　

会
…
午
後
２
時
～
４
時
30
分

対
象　

平
成
27
年
３
月
に
大
学

　

な
ど
を
卒
業
予
定
の
方
お
よ

　

び
平
成
24
年
３
月
以
降
に
大

　

学
な
ど
を
卒
業
し
、
現
在
就

　

職
活
動
を
し
て
い
る
方

会
場　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

　

（
福
島
市
三
河
南
町
１
‐
20
）

そ
の
他　

事
前
申
込
は
不
要
で

　

す
。
人
事
担
当
者
と
の
個
別

　

面
談
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

　

各
関
係
機
関
に
よ
る
職
業
相

　

談
・
情
報
提
供
も
併
せ
て
実

ト
レ
セ
ン
プ
ー
ル
の

利
用
を
開
始
し
ま
し
た

皆
さ
ん
は
、
期
限
ま
で
に
最
寄

り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基

準
監
督
署
、
福
島
労
働
局
に
お

い
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
労
働
保
険
の
年
度

更
新
は
電
子
申
請
、
労
働
保
険

料
な
ど
の
納
付
は
口
座
振
替
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

福
島
労
働
局
総
務
部
労
働

　

保
険
徴
収
室
☎
０
２
４
‐
５

　

３
６
‐
４
６
０
７

採
用
人
員　

４
名
程
度

受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２

　

日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
者　

※
学

　

歴
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

試
験
科
目　

▼
第
１
次
試
験
…

　

教
養
試
験
（
筆
記
試
験
）・

　

消
防
適
性
検
査
▼
第
２
次
試

　

験
…
身
体
検
査
・
体
力
検
査
・

　

作
文
・
口
述
試
験

募
集

i

ト
レ
セ
ン
・
図
書
館
を

臨
時
開
館
し
ま
す

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
消
防
吏
員

　

施
し
ま
す
。

　
　

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク
☎
０
２
４
‐
５
２
９
‐

　

７
６
４
９

　

平
成
26
年
度
の
労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
申
告
期
限
は
７
月

10
日
（
木
）
で
す
。
事
業
主
の

家
族
や
地
域
の
大
切
さ

に
関
す
る
作
品

多
重
債
務
無
料
相
談
窓
口

大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は

７
月
10
日
ま
で
に

相
談

i
労
使
困
り
ご
と
電
話
相
談

８ 日 は 歯

の

日

　鮫川村のために編成された室内楽の響きをお楽

しみください。

問

問

問

問

■今月の納税　　　　　　　　

固定資産税：第２期
国民健康保険税：第２期
介護保険料：第２期
※納期限：７月3１日(木)

問

問

　近頃、鮫川村や近隣町村において、「なりすま

し詐欺」と思われる不審電話が連続して発生して

います。被害にあわないために以下の事に注意し

てください。

【不審電話への対応】

①電話の相手の名前や連絡先をメモする。

②不審電話を受けたら、すぐに警察に通報する。

③家族に必ず確認する。

【不審者来訪への対応】

①警察官を含め、通帳やキャッシュカードを預か

　ることはないので、絶対に渡さない。

②すぐに警察に通報する。

③教えられた電話番号には絶対にかけない。

　 棚倉警察署☎ 33-0110

不審電話に要注意！

問

問

 
フロイエンベルグ・アンサンブル 

夏のコンサート２０１４ 
 

 
   

 ７月２０日 ㊐ 
      

  

 

 

月

問い合わせ　村企画調整課☎４９-３１１５

ＳＵＭＭＥＲ　ＣＯＮＣＥＲＴ　２０１４

日時

会場

料金

午後３時開場／午後３時30分開演
日 ㊐

鮫川村公民館　大集会室

無料

問



暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

1819

■社会福祉事業のために[金員]…高
　野長二(発地岡)　小松平(大戸中)
　窪木一(芦ノ草)　近藤保弘(新宿)
　舟木久(岡田)
■ひだまり荘に[ウエス]…株式会社
　田中ニット鮫川工場 (蛭田和彦代
　表 )

住 所 氏 名 月日 年 齢

発地岡 高野　スミ 5.12 86 歳

大戸中 小松　一郎 5.14 90 歳

新　 宿 近藤　保典 5.23 84 歳

岡　 田 舟木　福保 5.28 89 歳

情報ＢＯＸ PLUS

暮らしのカレンダー
日 月

６ ７
　あらまちクリニック(棚倉町)

　☎33-8018
●図書館休館日

●トレセン休館日

●住民健診…7:30 ～
　[対象地区：赤坂西野

　区]

13 14
　つちやクリニック(塙町)☎43-2250

●住民健診…7:30 ～ [対象地区：青生野
　区、受診しなかった方]

●親子読書教室…10:00 ～ [図]

●図書館休館日

●トレセン休館日

●３～４カ月児健診・お
　母さんの口腔健康相談
　…13:30～／塙厚生病院

20 21 海の日

　ふじた循環器科内科クリニック(棚倉町)
　☎33-2013

　金澤医院(矢祭町)

　☎46-2312

●図書館臨時開館

●トレセン臨時開館

27 28
　和田医院(棚倉町)☎33-2012

●消防操法東白川支部大会…矢祭町営グ
　ラウンド

●図書館臨時開館

●トレセン臨時開館

３ ４
　東舘診療所（矢祭町）☎46-3165 ●図書館臨時開館

●トレセン臨時開館

火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●献血

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●手・まめ・館定休日

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●すまいる定休日

８ ９ 10 11 12
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●住民健診…7:30 ～

　[対象地区：西山区]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●住民健診…7:30 ～
　[対象地区：赤坂中野区]

●やまゆり保育室[こ]

●おはなしの森…

　16:00～[図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●住民健診…7:30 ～
　[対象地区：赤坂東野
　・石井草地区]

●住民健診…7:30 ～
　[対象地区：渡瀬地区]

●住民健診…7:30 ～
　[対象地区：富田区、受
　診しなかった方]

15 16 17 18 19
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●やまゆり乳児室[こ]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●心配ごと相談…
　13:00 ～ 15:00[公]

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●幼稚園、小・中学校終
　業式

●夜間プール利用開始

　[ト]

22 23 24 25 26
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●やまぶきの会…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●夏祭り花火大会[こ]

29 30 31 １ ２
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●６～７カ月児健康相
　談…9:30 ～ [保]

● 10 カ月児健診・お母
　さんの口腔健康相談
　…13:00 ～ [保]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●固定資産税などの
　納期限

５ ６ ７ ８ ９
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●手・まめ・館定休日

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●やまゆり保育室 [こ]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●すまいる定休日

人の
動き

６/１現在・（　）は前月比

人口 ３,861人 （－  4）
（±  0）
（－  4）
（＋  2）

　女
1,951人　男
1,910人

世帯 1,162戸

寄付
寄贈

５月受理分・敬称略

編/集/後 /記

第１日曜日は環境美化の日

第１日曜日は環境美化の日

i 医＝休日当番医   [公] ＝公民館   [図]＝図書館   [保]＝保健センター
[ト] ＝農業者トレーニングセンター   [こ]＝こどもセンター

July

７

医

医

医

医

医

※行事などの日程は都合により変更になる場合があります。

おく
やみ

５月届け出分・敬称略

■村民アンケート調査結果の中で、年齢・性
別に関わらず「村民参画・協働の村づくりの
ために広聴・広報活動の充実が必要」という
声が多く寄せられました。■私自身の今年度
の目標として、「広報担当」から「広報広聴
担当」になることを掲げています。皆さんか
らの意見などを広報紙に反映するなど、皆さ
んの声を何かしらの形にしたいと考えています。
■今月開催する行政区懇談会も皆さんの声を
聞くことができる貴重な機会です。なるべく
多くの方に参加していただきたいと思います
ので、よろしくお願いします。　　　(前田)

※お誕生・おくやみ・寄付欄への掲載を希望され
　ない方は、届け出の際に申し出てください。

８/

阿久津　颯
そうた

太・男
平 26.4.24 生
住所…折戸
保護者…啓・麻里子

矢吹　悠
はると

翔・男
平 26.4.27 生
住所…遠ヶ竜
保護者…浩登・里美

高坂　優
ゆ

希
き

菜
な

・女
平 26.5.7 生
住所…上
保護者…和樹・千恵

お誕生

５月届け出分・敬称略

７/

医
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１
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発
行

（
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１
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行
）

第
723

号
（

昭
和

27
年

９
月

創
刊

）
発

行
／

福
島

県
鮫

川
村

　
編

集
／

鮫
川

村
役

場
企

画
調

整
課

〒
963-8401  福

島
県

東
白

川
郡

鮫
川

村
大

字
赤

坂
中

野
字

新
宿

39
番

地
5

　
　
　
　
　
　
　
▼
里
山
は
山
菜
の 

　
　
　
　
　
　
　

宝
庫
で
す
。
早
春

　
　
　
　
　
　
　

の
フ
キ
ノ
ト
ウ
に

　
　
　
　
　
　
　

始
ま
り
、
タ
ラ
の

　
　
　
　
　
　
　

芽
、
ゼ
ン
マ
イ
、

ワ
ラ
ビ
、
フ
キ
な
ど
、
自
然
の
恵
み

を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
犬
の
散
歩
の
帰
り
道
、
私
の
片

手
は
フ
キ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
三
年

前
の
原
子
力
発
電
所
事
故
以
来
、
里

山
の
恵
み
を
独
り
占
め
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
フ
キ
ノ
ト
ウ
も
タ
ラ
の
芽

も
、
放
射
性
物
質
は
不
検
出
に
も
関

わ
ら
ず
、
多
く
の
人
は
山
に
入
り
ま

せ
ん
。
事
故
前
は
、
私
の
よ
う
な
素

人
が
採
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、複
雑
な
思
い
で
す
。

▼
鮫
川
村
で
は
、
「
ま
め
な
暮
ら
し

を
生
か
し
た
村
づ
く
り
」
を
掲
げ
、

環
境
を
生
か
し
里
山
を
守
り
、
都
会

の
生
活
に
疲
れ
た
人
た
ち
を
癒
や
す

村
に
な
れ
た
ら
と
い
う
思
い
で
、
都

市
住
民
と
の
交
流
を
図
り
、
ふ
る
里

に
誇
り
を
持
つ
こ
と
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
い
ま
も
村
民

が
力
を
合
わ
せ
努
力
し
て
い
ま
す
。

▼
風
評
被
害
対
策
も
ま
ず
は
私
た
ち

で
安
全
・
安
心
を
確
認
し
な
け
れ
ば

前
に
進
め
ま
せ
ん
。
地
産
地
消
を
自

ら
示
し
、
消
費
者
が
村
内
産
の
米
や

野
菜
を
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

大 

樂 

勝 

弘

こちら

村長室

●奥様の出身地はどちらですか？ ･･･古殿町です。

●２人が知り合ったきっかけは？ ･･･以前、同じ職場に勤めていました。お酒の

　席がきっかけになり、自然と親しくなりました。

●出会ったときのお互いの第一印象は？…（夫→妻）ハキハキして元気な人　（妻

　→夫）元気によく動いて働く人

●子どもは何人ほしいですか？ ･･･現在、女の子が１人いて、２人目を妊娠して

　います。女の子だけだと寂しいので、できれば男の子もほしいです。

●理想の家庭は？ ･･･安心できる家庭であれば、何でもいいです。家族旅行をし

　たいと思います。

金澤剛士　　　知恵
赤坂東野字広畑／平成 25 年 11 月結婚

Ｈａｐｐｙ
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